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図表 1-9： １２の学際的分科会の視点 
分科会 視点 区分数 トピック数 
No.１ ユビキタス社会に、電子・通信・ナノテクノロジーを生かす ６ ７０ 
No.２ 情報処理技術をメディアやコンテンツまで拡大して議論 １２ ７６ 
No.３ バイオとナノテクノロジーを人類貢献へ繋げる ８ ５８ 





No.６ 多彩なエネルギー技術変革を起こす １３ ７２ 
No.７ 水・食料・鉱物などあらゆる種類の必要資源を扱う ７ ５９ 
No.８ 環境を保全し持続可能な循環型社会を形成する技術 １０ ６８ 
No.９ 物質・材料・ナノシステム・加工・計測などの基盤技術 ５ ８４ 
No.１０ 産業・社会の発展と科学技術全般を総合的に支える製造技術 ８ ７６ 
No.１１ 科学技術の進展によりマネジメント強化すべき対象全般 ８ ５８ 
No.１２ 生活基盤・産業基盤を支えるインフラ技術群 ５ ６２ 
計  ９４ ８３２ 
 
図表 1-10： トピック設定のプロセス 






































































































































































































































図表 1-12： グローバル課題・国民的課題の解決に向けて鍵となる科学技術（３６区分） 
エネルギー・資源・環境関連（１８区分） 
  区分（冒頭の No.は区分の属する分科会） 得票割合(%) 得票比率 
* * No.1:エネルギー 68 2.0 
  No.3:エネルギー・環境関連バイオ・ナノ産業技術 34 1.4 
*  No.5:地球診断技術 49 1.7 
* * No.5:宇宙・海洋管理技術（観測を含む） 58 2.0 
 * No.6:原子力エネルギー 39 2.6 
  No.6:化石エネルギー 20 1.3 
 * No.6:再生可能エネルギー 39 2.5 
  No.6:低炭素エネルギー貯蔵 16 1.0 
  No.6:省エネルギー 16 1.1 
  No.7:農林水産資源〈森林保全、バイオハザード等を含む〉 43 1.5 
  No.7:水資源 38 1.3 
  No.7:環境、再生資源、リサイクル、ＬＣＡ 32 1.1 
  No.7:炭化水素資源、鉱物資源およびＣＣＳ 38 1.3 
  No.8: ライフスタイルと環境〈環境倫理を含む〉 25 1.3 





  No.8: 大気・水・土壌環境の汚染防止／循環型水資源利用技術 22 1.1 
* * No.10:エネルギー、資源、環境 61 2.5 
 
健康・医療関連（５区分） 
  区分 得票割合(%) 得票比率 
  No.3:バイオ・ナノテクノロジー応用技術 28 1.1 
  No.3:治療（外来因子・代謝性疾患、精神疾患等） 32 1.3 
*  No.4:安心・安全を目指す医療 47 1.2 
*  No.4:新しい医療技術の創造 53 1.3 
  No.4:予知・予防医療への展開 44 1.1 
 
その他（１３区分） 
  区分 得票割合(%) 得票比率 
  No.2:クラウドコンピューティング 22 1.3 
  No.2:情報通信新原理 18 1.1 
* * No.2:情報の社会化 48 2.9 
  No.5:宇宙技術（宇宙医学を含む） 41 1.4 
*  No.9:ナノ基盤材料 67 1.7 
*  No.9:出口（デバイス・システム化及び応用技術） 67 1.7 
  No.10:グローバル化、価値付加、市場創成 37 1.5 














*  No.12:インフラシステムの持続化戦略 65 1.6 
注）全票が各区分に均等に配分されたと仮定した場合の平均得票数を基準とした比率（得票比率）が１を超えている３６区分を抽
出した。１列目の＊は約半数の回答者から支持があった（得票割合４５％以上）１０区分を表す。２列目の＊は得票比率の特に高
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スコアと色の関係：   
 
 
図表 1-14： シナリオと関連性の強いトピック（スコア１００以上）の分科会別分布 
デルファイ分科会
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12








































































































































































トピック 1 のスコア 15 10 8  
トピック 2 のスコア 83 7 4  
トピック 3 のスコア 0 58 3  






























































































































































































































































































































































































































































































図表 1-22： エネルギー分野の実現率と実現していない理由（第１～５回デルファイ調査の評価） 















































































































































































































































































































































































































































































救急医療において、地域格差を是正できる迅速対応可能な地域医療制度 2021 82 
医療の質と資源の至適マネジメントを可能にする医療社会制度 2019 88 
医療と介護のシームレスな連携に基づいた地域医療システム化技術 2022 79 




遺伝関連個人情報の管理技術 2022 32 











ゲノム情報を用いた個別医療に関する一般向け健康教育 2020 59 





















図表 1-30： ライフサイエンス・医療関連分野の実現率（第１～５回デルファイ調査の評価） 




























図表 1-31： 前倒しで実現（一部実現を含む）したライフイノベーション関連のトピック数 
調査回 公表年 評価年 
前倒しで実現したトピック数 
全体 うち、ライフイノベーション関連 
第１回 １９７１ １９９２ １９ １３（医療保健部門１３） 
第２回 １９７７ １９９７ ２６ ７（ライフサイエンス分野３、保健医療分野４） 
第３回 １９８２ ２０００ ６４ ３０（ライフサイエンス分野１７、保健医療分野１３） 
第４回 １９８７ ２００４ ７０ ２４（ライフサイエンス分野１０、保健医療分野１４） 
































































































































































































































































































































































































































































































































 低炭素化、生活の利便性や豊かさの向上、新たなライフスタイル構築等に向けた ICT の有効活用 
¾ 電子カルテ、商品のトレーサビリティ、電子教科書、e-ラーニング（学校教育、高等教育、生涯教育を含
む）、e-博物館(e-劇場を含む)など、コンテンツを充実させる。 


















































 第９回デルファイ調査 （NISTEP REPORT No. 140） 
 http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep140j/idx140j.html 
【シナリオライティング】 
 科学技術が貢献する将来へのシナリオ （NISTEP REPORT No. 141） 
 http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep141j/idx141j.html 
【地域グリーンイノベーション】 





































































図表 2-2： 分科会構成 
分科会 視点（分科会が設定） 区分数 トピック数 
Ｎｏ．１ ユビキタス社会に、電子・通信・ナノテクノロジーを生かす ６ ７０ 
Ｎｏ．２ 情報処理技術をメディアやコンテンツまで拡大して議論 １２ ７６ 
Ｎｏ．３ バイオとナノテクノロジーを人類貢献へ繋げる ８ ５８ 





Ｎｏ．６ 多彩なエネルギー技術変革を起こす １３ ７２ 
Ｎｏ．７ 水・食料・鉱物などあらゆる種類の必要資源を扱う ７ ５９ 
Ｎｏ．８ 環境を保全し持続可能な循環型社会を形成する技術 １０ ６８ 
Ｎｏ．９ 物質・材料・ナノシステム・加工・計測などの基盤技術 ５ ８４ 
Ｎｏ．１０ 産業・社会の発展と科学技術全般を総合的に支える製造技術 ８ ７６ 
Ｎｏ．１１ 科学技術の進展によりマネジメント強化すべき対象全般 ８ ５８ 
Ｎｏ．１２ 生活基盤・産業基盤を支えるインフラ技術群 ５ ６２ 
計  ９４ ８３２ 
 

























































図表 2-4： 回答者の属性 





























































































































































































































































































95 2 0 3 12 11 55 47 48 18 3 14 12 26
72 27 1 0 2 2 23 47 66 52 2 2 2 10 26 71 41 50 2
33 64 17 19 3
79 19 1 1 2 2 51 50 57 22 0 2 1 18 26 80 9 23 1
19 73 0 8 1 3 40 47 34 64 1 1 3 30 34 43 49 47 1
96 1 0 3 0 3 75 48 51 23 8 0 3 59 33 65 6 28 3

















































図表 2-7： グローバル課題・国民的課題の解決に向けて鍵となる事項 
 分科会 鍵となる事項（分科会が設定した区分から選択されたもの） 














































































































































































































































































































図表 2-12： 実現を牽引するセクター 




































































































リーダー： 財団法人電力中央研究所、東京大学 浅野浩志氏 


























































リーダー： 京都大学 寶馨氏 
































































リーダー： 日本電気株式会社 中台慎二氏 





































 地熱利用と IT 排熱利用の水道網上の最適配置問題 
 水道管に熱伝導率の可変性をもたせる 
 熱交換時に、水道管に異物が混入しない保障 










リーダー： 名古屋大学 前多敬一郎氏 






























































































リーダー： 東京大学 滝沢智氏 

























































リーダー： 国立国際医療センター研究所 加藤規弘氏 





































































リーダー： 東京医科歯科大学 川渕孝一氏 


























































 iPS などヒト幹細胞を利用した各種臓器機能の再生研究、等 
 情報通信技術や都市づくり等との連携、研究開発と臨床応用の高度マネジメント（臨床効果
推計、社会経済的付加価値のモデル化） 
 医療法や薬事法等の関係法規の整備（探索的早期ヒト臨床試験を可能にする IND 制度






リーダー： 東京大学 小山博史氏 
































































































































 単収や技術レベルの向上  
 都市圏や都市近郊で、産業構造の転換や人口減少によって生まれている広大な土
地が農地に転換  
 海外の農地において、我が国の技術管理下で生産  
到達への道筋：  
 技術開発  
 生物的要因、環境要因、社会的要因等を考慮したカスタマイズ品種の作出  
 作物、家畜の生産技術の向上  
 海外における作物生産環境管理技術の確立、等  







リーダー： 出光興産（株） 谷口一徳氏 
































































リーダー： 京都大学 多々納裕一氏 









































































リーダー： 駒沢大学 飯田泰之氏 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































各グループの検討結果（優先付け結果。【 】内は AHP によるスコア） 
 グループ A グループ B グループ C グループ D 
1  
地域エネルギー製造・利用 
【11.0 点】  
朝型健康観光サービスが、
日本一発達している町にな
っている 【16.0 点】  
働きやすく、住みやすくし
て、楽しく住める人を増や
す  【13.0 点】  
命の水（きれいな水が保持
される） 【14.0 点】  




【8.5 点】  
七戸に人が集まる魅力を増
やす 【12.3 点】  
地産地消 【9.3 点】  
七戸の歴史と馬を活かした
観光サービスが実現してい
る 【8.5 点】  
どこにでも行きやすい七戸




















Ⓒ2010 SK M&C, Mapabc, Geocentre Consulting, ZENRIN, Europa Technologies
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 グループ A グループ B グループ C グループ D 
3  
交通手段の発達で人口を
増やす【7.0 点】  
雪を活かした高付加価値の
食品産業が実現している
【3.9 点】  
農業をもっとハリのある仕事
にしていく 【11.7 点】  
コミュニケーションあふれる
暮らし【4.6 点】  
4  
自然にやさしい住環境・生




受け入れる）【3.7 点】  
雪やゴミの有効利用を考え
て、逆手にとる 【1.6 点】  
高速移動手段（移動手段、
運搬手段）  
【1.7 点】  
5  
観光ルートを作り活性化 
【2.9 点】  










各グループの検討結果（優先付け結果。【 】内は AHP によるスコア） 
 グループ A グループ B グループ C グループ D 
1  
エネルギーの効率利用が
行われる 【26.0 点】 
環境全般 【21.0 点】 
お金に変えられない価値を
生み出す 【12.0 点】 
葛巻の自然に調和した家と
地域 【21.0 点】 
2  
農業の高付加価値化が実




















































各グループの検討結果（優先付け結果。【 】内は AHP によるスコア） 





































う 【4.6 点】 
生涯楽しく学んでいる
（様々な学びの機会があ

























各グループの検討結果（優先付け結果。【 】内は AHP によるスコア） 
 グループ A グループ B グループ C グループ D 
1  Social health policy 
健康社会政策 【17.0 点】  
Compact city plan  
コンパクトシティ計画 【19.3
点】  
Communities,  education, 
work 
コミュニティ、教育、労働 
【10.0 点】  




【15.0 点】  
2  Energy 
エネルギー 【14.3 点】  
Stress free and health social 
life 
ストレスフリーで健康的な社
会生活 【16.2 点】  
Environment 
環境 【9.3 点】  
Collaborative efforts to 
reduce CO₂, CFCs, CO, 
City 
温室効果ガス削減連携都
市 【14.3 点】  
3  Life style Education 
Communication 
ライフスタイル・教育・コミュ
ニケーション 【7.5 点】  
Clean energy high 
efficiency 
クリーンエネルギー・高効
率 【15.3 点】  
Smart city 
スマートシティ  
【8.0 点】  
Work life balance 
ワークライフバランス  
【10.2 点】  
4  Environmental foods 
recycle and waste 
環境配慮型食品リサイク
ル・廃棄 【4.6 点】  
Eco public transportation 
and bicycle   “Give up my 
cars” 
環境配慮型公共交通・自
転車交通  【6.3 点】  
Sport and health 
スポーツ・健康  
【1.5 点】  
Education  
( more efficient flexible) 
教育（より効率的、柔軟的） 
【6.8 点】  
5  Transportation 
Infrastructure 
交通・インフラストラクチャー 





育 【1.7 点】  
 Local, natural, and organic 
food 
地域、自然、有機食品  











・ 勤め先へ 30 分、市内どこでも 15 分以内を実現する公共交通と賢い車利用ができている 
・ 安心して子どもを産み育てられ、寿命100歳の生活が可能な福祉サービスと医療サービスが
行き渡った暮らしが実現している 
各グループの検討結果（優先付け結果。【 】内は AHP によるスコア） 
 グループ A グループ B グループ C グループ D 
1  災害に強い街 【21.0 点】  医療の充実 【23.0 点】  
風水緑を活かしたライフス




る 【12.3 点】  
教育 の充実【17.0 点】  
市民協働エコ生活都市  
【21.3 点】  
育てる教育 【10.3 点】  
科学技術・環境・エネルギ
ー 【10.3 点】 
3  
国内外から人が集まる魅力
ある街 【8.2 点】  
エネルギー・交通・インフラ
の整備 【7.3 点】  
癒しと快適のある駅そば生
活 【12.5 点】  
住む・暮らす・介護  








が融合した町 【7.6 点】  
あそぶ 【1.8 点】  
5  美しい名古屋 【2.0 点】   
快適で低エネルギーな生












各グループの検討結果（優先付け結果。【 】内は AHP によるスコア） 
 グループ A グループ B グループ C 
1 電気の街 【19.0 点】  多様な人を育てる街 【23.1 点】  
産：原発を中心とした産業（雇用） 
【6.0 点】  
2 雇用環境の整備 【10.0 点】  安全な街 【22.0 点】  安：安心・安全 【3.3 点】  
3 
コンパクト化した町に三世代が豊かに
暮らす【7.5 点】  
インフラ整備【16.5 点】  住：都市デザイン／まち 【0.6 点】  
4 自然と一緒に住める街 【6.3 点】  にぎわう街 【8.3 点】   











各グループの検討結果（優先付け結果。【 】内は AHP によるスコア） 








暮らせる社会 【12.0 点】 
2  
人と人が支えあう自立した
地域 【11.0 点】 
エリアデザイン 【17.0 点】 健康ランド宮崎 【10.3 点】
自然と人とが自立共生出来
ている社会 【9.3 点】 
3  
地域エネルギーの活用と安
定性の確保 【5.7 点】  





社会 【8.0 点】 ゼロエミッション農業が実現
している 【5.7 点】 
4  
環境にやさしい公共交通の
整備 【2.2 点】 
新エネルギー 【11.0 点】 
緑の地域づくり＜脱コンクリ
ート＞ 【4.8 点】 
自然に暮らしていてもエコ
になるレベルに達している
社会 【1.5 点】 




6  移動 【3.9 点】   











各グループの検討結果（優先付け結果。【 】内は AHP によるスコア） 
 グループ A グループ B グループ C グループ D 
1  
幸福を感じる社会  
【17.0 点】  
コミュニティ  
【15.0 点】  
都市と農村をリンクさせる仕
事（医、食、観光がリンクす
る） 【18.0 点】  
石油代替エネルギーとして
の海洋深層水の利用 
【25.0 点】  
2  
自然環境の保全  
【15.0 点】  
エネルギー  
【8.3 点】  
インターナショナルな沖縄
型教育（地域のやる気ｕｐ） 
【14.0 点】  
様々な自然エネルギーが
活用され、注目されている
沖縄 【16.2 点】  
3  
省エネ、安全な暮らし  
【7.0 点】  
健康 【7.6 点】  
ハイテク・地域特性型食料




ている 【7.3 点】  
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【7.4 点】  
広域分散配置型燃料フリ
ーな交通網 【7.9 点】  
沖縄の伝統的精神が息づ
いて、その良さが認められ
ている 【4.6 点】  
5  
沖縄型エネルギー利用 
【1.9 点】  
産業・観光・雇用  






いる 【2.1 点】  
6    
沖縄色の強い持続可能な
住まいと暮らしの実現  

















































































































































































z ＣＯ2 森林吸収交付金 
【先端技術】 
z 携帯原子力、農業ロボットのコンセプトは面白い 

































































青森県七戸町 □● ● □
岩手県葛巻町 □● □●
山形県上山市 □ □● □●
茨城県つくば市 □● ● □●
愛知県名古屋市 □● □
福井県敦賀市 □● □●
宮崎県 □● ● □


































農 林 畜 産 廃 棄
物を利用して発
電し、それを売























































健 康 医 学 ・ ス
ポーツ医学















































＊ 実現時期： 「技術」＝技術的実現予測時期（年）（世界のどこかでの実現）   「社会」＝社会的実現予測時期（年）（日本での実現） 
＊ 重要性： 世・日：世界・日本双方にとり重要、日本：特に日本にとり重要。「世界にとり重要」「重要度・優先度は低い」は該当全トピックにおいて選択割合が４０％以下のため欄を省略 
＊ 重要性及び牽引セクター： 当該選択肢を選んだ回答者の割合が７０％超の場合を◎、４０％超の場合を○で表す。 






実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
5-11:風、波、潮流等の海洋エネルギーの商業ベース利用技術 2016 2024 ◎   ○ ○     ○    
8-62:化石燃料への依存度を低減させる、未利用バイオマスや廃棄物を用
いるガス化発電あるいは合成燃料製造技術 




2019 2026 ◎    ◎     ◎    
6-20:変換効率20％以上の大面積薄膜太陽電池 2019 2027 ◎    ◎     ◎    
9-26:低コストで変換効率20%以上の大面積薄膜太陽電池 2019 2027 ◎  ○ ○ ○     ◎    
6-04:商用原子力発電所の廃止措置に対応できる、安全でかつ合理的な
解体撤去技術 
2020 2028 ◎   ○ ○     ○    
6-19:シリコンやGaAsを用いた太陽電池を凌駕するエネルギー変換効率の
新材料技術 
2021 2029 ◎  ○ ○ ○     ◎    
1-44:エネルギー変換効率60%以上の太陽電池 2023 2030 ◎  ○ ○ ○     ◎    
9-45:再生可能エネルギー源を活用するための高効率エネルギー変換・貯
蔵・低環境負荷材料 
2021 2030 ◎  ○ ○      ○    
7-48:地球規模で太陽エネルギー利用の最適地における実施と生産利用
地間の融通 
2022 2031 ◎     ○    ○    
9-34:太陽光と水からエネルギー変換効率５％以上で水素を製造する技術 2024 2031 ◎  ○ ○     ○ ○    
6-01:濃縮度５％超燃料が使用可能、プラント寿命が８０年、免震技術の採
用により立地条件を選ばないなどの特徴を有する次世代標準化軽水炉技術




実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
7-53:太陽光等、非化石一次エネルギー利用の地球規模での普及を可能
とする革新技術 
2025 2034 ◎   ○ ○     ○  ○  
6-06:高レベル放射性廃棄物の地層処分技術 2022 2034 ◎   ◎     ○  ○   
5-44:電力をマイクロ波またはレーザで地上に伝送する宇宙空間太陽光発
電所 
2027 2037 ○   ◎     ○     
6-02:高速増殖炉サイクル技術 2029 2038 ○   ◎     ○     
効率的なエネルギー変換・利用 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
11-15:電力のピーク需要を下げるためのさまざまなインセンティブシステム
により、電力需要の平準化と資源の有効利用が進む 




2015 2022     ◎     ◎    
7-03:コミュニティ単位で自然・未利用エネルギーを活用した、物質循環サ
イクルを形成する技術 
2018 2024 ◎     ◎     ○ ○  
1-52:電力効率を向上させ日本の総発電量を20%削減することのできるスマ
ートグリッド技術 
2019 2026 ◎   ○ ○ ○    ◎ ○ ○  




2020 2027  ○  ○  ◎     ○ ○  
1-18:ナノフォトニック技術などにより、消費電力が1/1000に低減されたネッ
トワークノード 





2020 2028 ○ ○  ○  ○     ○ ○  
8-57:物質、エネルギー、水がコミュニティ単位で高効率に活用される、循
環型社会の形成 




実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
9-22:変換効率10％以上の熱電発電モジュール 2022 2031 ◎  ◎ ○      ○    
3-55:バイオ系有機物を利用した酵素反応電池に向けた、ナノスケール電
位差分離素子開発とその集積化によるスケールアップ 
2025 2032 ○  ◎ ○    ○  ○    
3-54:化学エネルギーを力学エネルギーに変換する運動タンパク質（分子
モーター）を利用した高効率のエネルギー変換技術 
2028 2035 ○  ◎ ○    ○      
2-26:情報の伝達・蓄積システムに係る必要エネルギー量が2010年と比較
して、100万分の１（取り扱い情報量で正規化）になるグリーンＩＣＴシステム
2030 2036 ◎  ○ ○ ○     ○    
循環型社会における産業 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
4-85:リサイクルを含む一貫した医療廃棄物処理システムの産業化 2016 2020 ○ ○  ○ ○ ○    ○ ○ ○  
10-62:廃棄時の低環境負荷での再生･再利用を考慮した太陽電池システム 2017 2024 ○    ○     ◎    
9-19:非石油系材料から植物・微生物の作用を用いて、燃料・バイオプラス
チックを量産する技術 
2018 2025 ◎  ○ ○ ○     ◎    
10-63:「資源投入→設計・生産→使用→廃棄」と「回収→選別→再資源
化」が一体となった循環型製造システム 




2017 2025 ○  ○  ○     ◎    
3-52:工業生産で利用可能な化学触媒に匹敵するあるいはそれ以上の生
産性を示す生物触媒 
2019 2026 ◎  ◎ ○ ○   ○ ○ ○    
7-16:バイオマスのカスケード利用としての植物・微生物を用いた、商業ベ
ースの燃料/バイオケミカルズの製造技術 
2019 2028 ◎   ○ ○     ○  ○  
3-51:石油を原料としていた化学ポリマーの半分以上が、再生可能なバイ
オマス資源由来となる 




2021 2030 ◎  ○ ○ ○     ◎ ○ ○  
10-02:自然や生物の機構に学んだ、安全かつクリーンで、エネルギー効率
が良い、量産型の製品・材料製造技術 




実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 





2018 2025  ○  ○  ○     ○   
12-52:構造物の劣化度、寿命、更新時期を知らせる半永久的な埋め込み
型センサ技術が普及する 
2019 2026 ○  ○ ○ ○     ○    
12-56:大型構造物等の機能拡張、更新、撤去、リユースを可能とする設計
体系、構造性能、資産価値評価システムが普及する 




2019 2025 ○ ○ ○ ○     ○  ○   
3-38:環境適応能力（耐塩性、耐乾性、耐寒性）の向上と成長をコントロー
ルすることによる砂漠などでの作物生産・緑化技術 
2020 2028 ○  ○ ○    ○ ○ ○    
3-56:地域農林業資源・有機性廃棄物などを利用する、ゼロエミッションを
指向した低コスト農林業・農村 
2019 2027 ○ ○  ◎     ○  ○   
3-57:化学合成農薬・肥料の利用を半減させる、生物学的な作物保護方法
の技術 
2018 2026 ◎  ○ ◎     ○ ○    
3-49:植物における成長調節物質の生合成、輸送、受容体を介したシグナ
ル伝達機構の解明に基づく、作物・樹木の成長制御技術 
2020 2029 ◎  ◎ ○    ○ ○     
ＣＯ２削減、ＣＣＳ 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
8-17:家庭でのCO2削減を実践する等、国民の生活スタイルを変化させるよ
うな環境教育導入が効果を発揮 
- 2018 ◎  - - - - -    ◎ ○  
10-65:CO2に代わる、エネルギー・資源消費、製造過程（工場）や製品の環
境負荷についての統合的かつ客観的な評価指標・計測技術 
2017 2023 ◎  ○ ○     ○     








実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 




2020 2028 ◎   ○ ○ ○    ○  ○  
7-36:深部塩水層を対象としたCO2地中貯留のポテンシャルを拡大するた
めの貯留管理技術 
2020 2028 ○   ○  ○      ○  
9-46: CO2削減のための炭素固定材料 2021 2030 ◎  ○ ○     ○ ○    
9-33:環境に CO2を排出せずに石炭から水素を製造する膜分離技術 2023 2031 ◎  ○ ○      ○    
未利用資源、再資源化 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期（年） 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
7-28:経済的に成立する、廃電機・電子製品（WEEE）、焼却灰等からのレ
アメタル等の選択的分離・回収技術 




2014 2020 ○    ◎     ◎    








2018 2024  ○  ○ ◎     ◎    
10-61:間欠的に生じる未利用熱エネルギーを効率よく利用する技術 2018 2025 ◎  ○ ○ ○     ○    
10-60:エクセルギー的にみて使いにくい低品位熱エネルギーを効率よく高
エクセルギー状態に転換する技術 
2019 2026 ○  ○ ○ ○     ○    
5-12:熱水鉱床などの海底資源の商業ベースの回収技術 2020 2027  ◎  ○ ○    ○ ○    
8-60:廃棄物の回収・処理に関する製造者責任が法的に規定され、製品の
90%以上がリサイクルされる設計・製造・回収・再利用システムが普及 





実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 




2017 2024 ○    ◎     ◎    




2018 2025 ◎    ◎     ◎    
2-24:我が国において、現在のリアルオフィスの勤務者が半分になるような
バーチャルオフィスシステム 
2018 2025 ○    ◎     ◎    
6-41:移動体用（車載用など）低コスト二次電池（重量エネルギー密度
100Wh/㎏以上、力密度2000W/㎏以上、コスト3万円/kWh以下） 
2019 2025 ◎    ◎     ◎    
11-16:地球温暖化、環境問題深刻化に対処するための、エネルギー多消
費型の人の移動手段を代替する技術 
2018 2026 ◎    ○     ○  ○  
12-46: CO2排出量を半減及びNOx排出量を今の20％程度に低減する次
世代の環境にやさしい船（クリーンシップ）が実現する 




2020 2027 ○ ○  ○ ○ ○    ○ ○ ○  
9-32:希少金属を用いない自動車用の高効率燃料電池 2020 2030 ○  ○ ○ ○     ◎    
2-53:現在の高速道路の利用効率が3倍に向上する、専用レーンによる自
動車の自動運転技術 
2020 2031 ○   ○ ○     ○ ○   
観測、モニタリング、シミュレーション、予測 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
8-42:温室効果ガスの自然による発生・吸収・固定の現状とメカニズムの解明 2018 - ◎  ◎ ◎    - - - - - - 
4-61:微量環境汚染物質の生体への影響の解明 2019 - ◎  ◎ ○    - - - - - - 
4-63:生態系や環境などの大規模システムのモデリングおよびシミュレーシ
ョン技術の進展による、感染症の発生リスクの予測 




実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 




2020 2027 ◎   ◎     ◎     
5-01:生態系と人間の住環境を含む地球大気層の二酸化炭素収支ならび
に水循環変動を目的とした50年から100年将来のモデリング 








2020 2027 ◎   ◎     ◎     
8-23:大気・海洋・陸域の物質循環を同時に扱う地球システムモデルによる
数十年規模の地球環境将来予測技術 
2020 2028 ◎  ○ ◎    ○ ◎     




2022 2030 ◎  ○ ○     ○     
評価、合意形成 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
7-57:省エネルギー等、環境に関わる技術の先進国、新興国、途上国間協
力・移転が国益・地域益・世界益に結実するための国際合意形成方法論 








2020 2027 ◎   ○   ○    ○  ○
11-55:環境にかかわるデータベース・知識ベース等の知識情報基盤を活
用した多様な利害関係者による協調的意志決定システム 




実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
11-57:リスクマネジメント技術の中で、健康や環境に対する人工および自
然の物質・システムの長期的影響評価の仕組みが確立する 
2019 2028 ◎  ◎ ○    ○ ○     
○ライフイノベーション関連 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
3-27:がんの転移機構の解明 2019 - ◎  ◎ ○    - - - - - - 
3-3:細胞内および細胞内外間における物質間相互作用の同定・機能解析
技術 
2018 2025 ◎  ◎ ○    ○  ○    
3-2:１分子計測の精度で生体内を分子イメージングできる技術 2019 2027 ◎  ◎ ○    ○  ○    
3-9:タンパク質の高次構造から、タンパク質－タンパク質間の相互作用、タ
ンパク質と DNA や RNA との相互作用、タンパク質と合成化合物の相互作
用などを含む生物活性を精緻に予測する技術 
2019 2028 ◎  ◎ ○    ○ ○ ○    
3-7:体内で機能状態のタンパク質の立体構造を、動的かつ精緻に解析す
る技術 
2023 2032 ◎  ◎ ○    ○ ○     
3-34:iPS 細胞を利用した再生治療技術 2021 2032 ◎  ◎ ○    ○ ○ ○  ○  




実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 












実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
12-52:構造物の劣化度、寿命、更新時期を知らせる半永久的な埋め込み
型センサ技術が普及する 





2020 2027 ◎    ○     ◎    
危機管理・災害対応 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 














2022 2030 ◎   ○ ○     ○     
生活の安全 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
4-42:高齢者および障害者の生活支援ロボットを含めた知的コミュニケーシ
ョン型住環境システム 
2019 2027 ○  ○  ○ ○    ○  ○  









実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
11-32:熟練者の判断過程や技能・ノウハウを明示化して、他者による再利
用や学習を可能とするサポートシステム 








- 2021 ○ ○ - - - - -   ○    
11-31:大学院教育から職業訓練においてリカレント教育が一般的になり、
社会･経済の変動に対応して人材が流動するようになる 




- 2022  ◎ - - - - - ○  ○   ○
11-7:国際的なネットワーク人材マネジメントシステムが構築され、高度専門
家が国境を越えて自由に移動することが促進されるようになる 
- 2022 ◎   - - - - -   ◎    
基盤技術、フロンティア 
デルファイ調査トピック（先頭数字は、「分科会－トピック番号」を表す） 
実現時期 重要性 技術的実現牽引セクター 社会的実現牽引セクター 
技術 社会 世・日 日本 大学 公研 企業 連携 他 大学 公研 企業 政府 連携 他
9-3:ナノスケールの構造制御、界面制御により異種材料を複合化した新機
能材料 
2017 2023 ◎  ○ ○      ◎    
9-4:ナノスケールの産業用 3 次元集積加工技術 2018 2025 ○  ○ ○ ○     ◎    
9-2:自己組織化による 10nm 以下の産業用ナノ構造制御技術 2019 2026 ◎  ○ ○      ◎    
9-16:ナノオーダーの自己組織化技術を活用した製造技術 2019 2027 ◎  ◎ ○      ◎    
5-57:高信頼性（高ロバスト性等）で、競争力（低コスト化、超小型・超軽量
化等）のある日本製宇宙機器（輸送系・衛星系等） 
2017 2022  ◎  ○ ○    ○ ○    
5-64:デブリ問題の抜本的対策技術（デブリフリーの宇宙システム、既放置
デブリの回収または大気圏投入処理など） 
2023 2032 ◎    ◎     ◎     








































































































































































































































































































































別添図表 1： 過去の予測調査の実現率 
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